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し
か
る
に
、
今
次
窜
變
は
、

一
九
ニ
七
年
以
後
"
2:
に
仇
敵
と
見
做
し
、
と
も
に
天
を
戴
か
ず
と
叫
ん
だ
諸
會
黨
を
、
F>
び
n
抗
n」

拿
ふ
目
顧
に
ょ
つV
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結
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け
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れ
ば
、
：そ
れ
は
單
に
、「

抗
日」

の
傘
下
へ
；の
無
條
件
な
る
參
加
で
あ
つ
て
、
.何
等
心
か
ら
な
る
融
合
で
は
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
く
り 

か
へ
.農

た

「

同
床
異
夢」

M

す
ぎ
ぬ
I

は
、
S

 

靈

ル

，
丨
ト 

の
ー1脚

0
上
に
、
：
辛

じ

ゼ

國

民

歡

(0
'
對

面

を

維#
し
て
_は
い
る;%
:の
、
、

そ
れ
は
各
派
に
.ょ
つ
て
、
，互
に
、「

ヒ
サ
ジ
を
貸
し
て
、
"母

屋
を
ね
ら
ふ
.J:策
赂
上
に
お
け
る
.均
衡
に
す
ぎ
ぬ
:0
■

.

..

. 

,

.
眞
に
’
支
那
1

て
f

、
.眞
に
支
那
裏
生
せ
し
智
^̂

て
は
な
ら
ぬ
。
.即
ち
、
古
き
座〜

のU

一
民
主g

を
^
つ
て
'し
て
は
、
到
底
、
そ
の
目
的
は
達
成
す
.^
こ
士
は
出
來
尨
い
o
そ
れ
は
*
や

が
て
修
芷
さ
れ
ー
更
生
さ
れ
て
、
新
た
：に
く
り
び
ろ
げ
ら
れ
て
ゆ
く
東M

の
'新
事
態
に
則
應
し
、
ま
た
安
那
民
族
自
體
の
特
殊
性
を
考
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慮

し

て

、

朿

亜

、水

遠

の
.
平

和

の

基

底

と

な

る

可

き

、
.

も

の

く

上

に

打

ち

建

て

ら

れ

ね

ば

な

ら
.
な

い

で

あ

ら

ぅ
。

.

.

,- 
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附

記

，
本

論

を

草

す
.
る
：に
當
り
！

學

友

小

林

宗

三

郞

君

の

肋

力

に

俟

つ

も

の

が

、
甚

大

で

あ
.つ
た
。
記

し

て

感

謝
.
の
意
を
表
し
た
い
，

• 

'
 

ン 

^
 

.
1

九111

九
、九
、11

0

.
，
短
期
經
營
成
果
計
算
形
式
に
：
つ
い
て

.

：

V

'•
 

.
 

-
 

.
 

•

•

 

.

.

.

y

 

V
:

.小

v

高

#

.

雄

'
 

.

.

'
 

'
 

: 

.
 

■
 

-
 

•
 

.

.

. 

-

 

....
 

1
 

.

.

一
、
短
期
成
架i

算
と
經
營
機
能
の
經
濟
性
確
定
.

;

.

ニ
、
個
別
給
付
の
成
果
計
箅
：
 

■

三
、
短
期
成
架
計
算
の
^
^
統

制

■

•

•

ニ
、
金
融
會
計
^
の
關
聯
.に
於
け
る
短
期
成
果
計
算

ニ
、
經
營
會
計
に
於
け
る
短
期
成
果
計
算
.:
*

•
 

■

.

_
 

J 

.

'•
經
營
經
濟
に
於
け
る
三
個
の
評
儐
段
階
た
る
原
價
要
素
價
値
の
決
定
、
給
付
へ
の
價
値
の
.綜
合
、給
付
の
經
濟
性
決
定
に
血
應
し
て
、

原
_

素
.の
計
算
、
|

計
算
、
8

成
果
I

g

f

i

.
 
I
は
旣
.に
本
誌
所
載
2

營
評
^

^

^

て
明
か
に

し
た
.と
こ
ろ
で
あ
る
。
經
營
成
果
計
箅
は
經
營
給
付
の
'經
濟
性
を
確
定
す
る
こ
と
'を
.生
眼
と
す
る
も
の
、で
あ
る
が
、
凡
そ
、
經
營
活
動

I

し
：て
は
、
其
の
提
供
す
る
給
付
g

濟
性
如
何
が
決
1

重

最
も
重
要
な
.る
針
算
部
門
を
構
成
す
る
の
で
あ
：る
。
然
し
尨
が
，ら
前
述
三
個
の
'計
算
部
門
は
密
接
に
關
聯
し
て
ゐ
る
が
故
に
、
經
營
成
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短
期
經
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成
果
計
算
形
式
に
っ
ぃ
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1

四
三
八) 

:ノ
果
計
算
_
.
の
売
備
0
爲
：め
.に
は
必
然
的
に
前
段
階
た
.る
原
價
要
素
計
算
？
.其
の
.給
付
.
'
へ
0

る
。
一
而
し
甚
營
成
#

籠

度

習

I

題

择
I

I

の
|

德

_

|

し
て
，
I

營

活
爾
減
f

 

S

の
維
持
と
發
展
に
對
す
る
最
も
軍
要
な
る
計
箅
的
赘
料
を
提
供
し
得
る
如
く
に
計
箅
鞲
造
を
設
く
べ
き
こ
と
に
存
す
.る
。
而
し
セ
こ
れ 

ベ
が
爲
め
に
は
、
給
付
自
霞
本
質
、
成
果
發
生
^

を
明
か
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
.て
、
こ
れ
を
！！
成
す
：る
諸
要
素
を
明
瞭
に
し
斯
く
し
て
、
單
純
な
る
經
營
給
付
の
經
濟
牲
を
多
數
の
稱
成 

要
素
の
經
濟
性
に
分
解
し
、
其
の
全
面
的
意
義
を
遺
漏
な
.く
把
握
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。.，更
に
成
果
の
諸
源
泉
を
究
明
す
る
こ
と
は
、

'市
場
評
價
の
變
動
、
營
業
度
の
變
動
め
•及
ぼ
せ(

る
影
響
を
分
割
的
に
把
持
し '
 

1

面
經
營
成
果
^
純
晚
の
形
體
に
於
い
て
’握
へ
る
と
i

.........
 

,

 

.

 

»

 

-

.も
に
、
他
：面
外
部
よ
々
坐
じ
來
れ
る
諸
力
に
對
ず
'る
經
營
上
の
諸
對
策
を
行
ふ
べ
き
機
會
を
與
ふ
.る
が
故
で
あ
る
。

•

 

'
 

' 

.
 

.
.

.

 

-

'
.
惟
ふ
に
經
營
成
粜
を
正
確
f
c
Bf
箅
的
に
把
握
し
、
正
し
い
量
的
認
識
を
與
ふ
.る
こ
と
は
個
別
坐
産
經
濟
の
維
持
發
展
に
資
す
る
の
み 

で
は
な
く
、
國
民
經
濟
全
體
.に
對
す
る
經
營
の
重
要
性
を
茁
し
く
確
定
す
を
所
以
で
も
あ
る
。
を
働
會
計
.の
も
と
に
行
は
る
、
金
融
的 

成
果
計
算
は
本
來
の
經
營
活
動
以
外
の
•諸
多
の
企
員
㈣

成
果
を
綜
合
的
に
計
葜
す
る
が
故
に
、
•投
資
の
立
場
よ
り
観
た
る
資
本
の
相
對 

的
.靈
要
性
を
表
示
す
る
も
，の
で
は
あ
る
が
"

經
營
給
付
を
中
心
と
す
る
價
値
の
消
耗
と
袖
塡
、
餘
剩
の
關
聯
を
、
そ
の
も
と
に
於
い
て 

は
必
ず
し
も
明
瞭
に
露
呈
す
る
こ
と
が
意
圖
唯
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
..で
あ
る
'0
而
し
て
、
國
民
經
濟
的
見
.地
よ
り
し
た
る
經
濟
の
M

要
性
_
 

は
正
に
後
の
諸
關
聯
を
通
^

て
め
み
確
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
銃
制
經
濟
の
發
展
に
伴
ひ
、
經
營
成
梁
計
算
の
重
#
は
漸
く 

増
大
し
、
こ
の
社
算
の
基
底
の
上
に
經
營
部
門
の
比
較
と
標
準
化
は
行
は
る
べ
く
、
斯
く
し
て
、
■國
民
經
濟
政
策
上
の
有
用
な
る
資
料

た
る
べ
き
こ
と
は
疑
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
.？
か

、
る
問
題
.忙
對
す
る
1
層
進
ん
だ
論
評
は
本
稿
0

圈
外
で
あ
る
か
ら
し
：て
.
こ
れ
を
他 

日
に
_

り
、
以

- T
兔
づ
、
.前
に
示
し
た
る一

|
:つ
め
前
提
た
る
經
營
給
付
の
裹
と
成
果
の
源
枭
に
.つ
い
て
：若
干
の
說
明
を
行
ふ
c

f
 

す

る

.
。

,

:.
'

.

.

:

:.
ノ
 

ハ

.

:
■;
.

..
:■
..
.

,■
.

• 

個
別
生
產
.辉
濟
が
市
場
1
提
供
す
る
商
品
は
，
.
商
業
機
能
士
1.
て
知
ら
る
\

、
.財

- «
に
對
す
る
需
給
の
場
所
的
.
*時
間
的
*
分
量
的 

:矛
盾
：を
克
服
す
る
機
能
を

.通

し
_て
生
じ
來
る
も
の
：で
あ
り
、
，
商

業

機

能

を

.具
體
的
に
表
明
し
.て
ゐ
る
も
の
-|
?
.あ
る
が
、
か
>
る
商
業
經 

營
に
咴
收
せ
^

れ
る
放
前
に
於
い
て
、
人
間
需
.要
に
適
<
ロ
す
る
ょ
.ぅ
.に
形
質
的
變
化
を
加

る
■#
■«
は
、
-X
業
機
能
を
具
體
狗
に
表
現
:^
て
ゐ
る
の
：で
あ
る
。,

何
れ
.に
.せ
ょ
、
：.提
供
せ
ら
れ
る
財
貨
が
社
#

2>
欲
望
を
充
足
す
る
服 

_

々
に
龙
い
.て
給
付
た
る
も
の
で
あ
る
が
故
亡
ノ
經
營
給
付
は
經
瞥
機
能
を
具
體
的
^

表
明
ず
る
も
の
で
あ
る
と
茇
へ
る
。
こ
ゝ
に
沄
ふ 

機
能
は
人
:̂
仕
事
士
の
關
«

を
指
す
:?
>
の
で
が
.る
。
，
.'
財
貨
が
經
營
內
に
齎
さ
れ
こ
れ
が
物
質
的
變
化
を
受
け
る
と
か
或
は
場
所
的
時

.

 

•

 

♦

I
T

間
的
.變
化
を
加
べ
ら
る
>
と
：か
す
る
.で
と
：は
單
純
故
る
物
の
蓮
働

.で
|は
な
い
.-
:0
.
^

行
：せ
ち
れ
る
特
定
の
仕
事
の
連
續
.に
.外
な
ら
ぬ
>
換
言
す
，れ
ば
人
間
.の
行
ふ
機
能
の
連
續
で
あ
る
°
原

料

、
設

備

、
比

入

品

其

の

他

.の
諸 

財
及
.作
業
上
の
.規
定
は
こ
0
,機
能
を
條
件
付
け
' 
其
.

Q

具
體
的
內
容
を
な
す
梢
成
分
子
に
外
な
ら
ぬ
o
.
.
論
者
は
屢
々
.經
醬
に」

於
け
る
運」

動
を
貨
幣
蓮
動
と
わ
て
表
明
し
、
0

|名
.：
.
w
/r
Q
*の
形
態
を
以
つ
て
.其
の
本
質
を
把
，
へ
て
ゐ
る
如
く
に

.論
ず
る
。
然
し
、
C
れ
は

■

 ■

 -

 

■

 ■

 

■

 
/

:

單
に
資
本
主
_

的

企

業

に

於

け

る

資

本

':
0

轉
還
形
體
を
價
服
補
に
表
明
し
：て
ゐ
る
に
-|
1
-つ
.て
經
營
の
：本
質
は
此
ハ
の
背
後
に
.ひ
そ
；む
人
的 

#

能

の

有

機

的

關

聯
:(
0
:中
：に

覓

め

ら-?
>
べ
.
,で
>

る
:'
0

:奮

：の
行
ふ
ザ
$

•

類

#

成
课
計
鸽
形
式
忆
っ
^
て

,

'

V

■■
.
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短
’期
經
瞥
成
果
裝
形
式
に
つ
い
て

、

‘ 

、

、

三

四

(

一四四〇

)
.'
の

合

理

的

關

聯

、
成

果

，の

®

分
と
經
營
上
の
諸
許
書

.の

決

定

は

經

營

,

#

け

务

.行

：ふ
生
產
猶

程
：：

の
ニ
：都

分

を

遂

行

す

名

執

行

機

能

々

こ

#
金
德
視
調
藥
ず
^'
統
制
機
能
は
货
も
管
理
»
能
^
;1

. 

.

.

. 

.

.
•
*
•
. 

•
• 

. 

. 

. 

. 

.
- 

.

. 

. 

( 

• 

•
.

す

る

：こ

名
^
:

ょ
0
:

て
.初

め

：：て

經

營

給

付

の

實

理

と

な

4

ノ
經
濟
^

維
持
と
擴
犬
は
可
能
と
食
る
。
：各
^
<
機
能
は
ぁ
ら
ゆ
る
財
0

轉
形

.V
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.過
程
內
に
透
滲
し
機
能
0
上
昇
.占
下
降
は
經
營
給
付
に
影
響
を
與
へ
：る
。
^

^
給
付
め
：經
濟
性
は
か
く
レ
て
個
人
機
能
の
齎
す
各
の
給 

付
ゲ
經
濟
性
か
如
怀
に
:±
'0
允
條
件
付
け
ら
れ
る
>
個
人
機
能
ぼ
各
經
營
部
：門
內
に
結
合
し
7:
部
門
機
能
^

#减
，し
、
部
門
機
能
社
有 

'
機
的
に
結
合
し
て
經
1

能
を
な
す
。
;'
こ
.
i
迄
於
い
.

v:v I.

經
|

^
付
.
0
«濟
性
0

^

^

$要
求
は
線
合
的
な
る
綠
營
機
能
の
綹
^
#
1と 

.こ

.れ
|:
'
;
_成
す
る
部
門
機
能
の
_
濟
性
«>
'
確
定
.の
.要
求
と
^
る
ヒ
.と
缸
琎
解
む
得
名
：の
で

'ぁ
る
。
拔
て
現
在
の
貨
幣
經
濟
.の
：も
と
に
於 

^
る
經
濟
性
.の
：決

定

は

：
.ー
皎
的
に
い
、原
慣
'と
興
の
»
價
0
關
係
杧
ょ
0
て
：決
定
せ
ら
れ
：

.る
>0
而

リ

て

い 

"

杉
體
.を
と
る
。
«
つ
て
-
.:
.
'完
成
財
：と
な
.れ
-2
>
馨
的
經
營
機
能
の
.經
濟
性
は
、
：.當

該

庑

成

鼎

：に
綜
合
：せ
ら
れ
た
：.る
厮
價
と
支
狒
は
れ
た 

名
、
.或
は
支
狒
は
透
き
漬
桮
ど
：の
關
係
に
ょ
つ
セ
：決
定
せ
^
れ
、
：部
門
機
能
の
經
濟
性
は
、
#'
付
め
：爲
：め
に
當

該

部

門

め

激

織

奥

素

:

に
實
際
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
原
價
と
ぐ
當
該
給
付
の
爲
め
、に
當
然
要
求
せ
ら
各
べ
*

■

:..
..

 

.

 

.

.
'
. 

,

 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

*

 

,.

.

.

‘一
：般
に
所
謂
經
營
成
：果
計
算
は
前
者
即
ち

‘綜
合
的
機
能
の
經
濟
性
た
名
製
品
：の
原
價
と
價
格
：と
の
關
係
を̂
^

^

ら̂

し

む

.
る

こ

と

女
 

以
つ
て
其
の
全
社
算
領
域
を
な
す
も
の
、
様
.に
說
か
れ
る
。
併
し
な
.が
ら
、
亂
述
の
如
ぐ
其
の
內
面
的
關
聯
を
究
明
し
て
見
る
と
、
部 

門
機
能
の
經
濟
性
確
定
が
こ
れ
と
同
嶽
に
‘重
要
視
せ
ら
れ
る
を
要
す
る
の
で
ぁ
る
。
.近
來
頻
り
と
原
所
原
價
の
決
定
の
必
鹱
の
主
張
せ 

ら
れ
る
の
は
單
に
睛
M
‘の
場
所
的
振
合
を
®

-;
'
こ

れ

を

銃

制

せ

ん

と

す

る

.%
の
で
は
な
く
、
嵐
に
.
Jfr
進
ん
で
部
門
機
能
の
經
濟
性
確

定
ヵ
蕋
本
的
要
求
と
な
.つ
て*

Q

る
と
思
略
れ
る
の
で
あ
る
。
.今
日
經
營
計
算
上
、場
所
原
價
區
分
の
標
準
と
し
て
は(
一)

地
或
的
分
類
、

.(

ニ)

管
理
的
分
類
、
.

(

三)

機
能
的
分
類
等
が
擧
げ
ら
れ
る
。
S

V

.地
域
的
分
類
は
製
造
機
能
上
.の
分
類
を
無
視
す
る
代
り
，に
對
象
が

• 

. 

\  

.

客
觀
的
杧
明
瞭
に
值
別
せ
ち
れ
る
が
故
に
、'
Hf
算
を
簡
易
な
ら
し
む
る
便
宜
.を
有
す
る
。
管
理
的
分
類
は
、
各
指
緯
的
管
理
蜜
を
中
心 

と
，1
て
の
區
吩
な
る
が
故
に
.
*住
の
趨
顧
を
吸
か
に
し
、
經
營
.の
種
類
に
よ
り
で
.は
、
.合
理
的
な
る
分
類
を
な
す
，も

Q

で
あ
ら
ぅ
。
.
 

然
し
な
が
ら
、
'製
造
統
制
上
一
般
的
に
合
理
的
で
あ
る
^-
考
へ
ら
れ
.る
の
rは
、
' 機
能
的
分
類
で
あ
る
。
■こ
の
分
類
は
經
營
上
の
機
能
の
，
 

分
1
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
機
能
は
前
述
の
，如
く
人
と
仕
.事
の
關
係
で
あ
々
、
部
分
機
能
は
相
合
し
て
經
營
機
能
を
な
す
か
ら
.
 

し
.て

"
こ
：の
'齒
分
機
能
に
側
應
し
て
原
價
場
所
を
設
定
す
：るV.

と
は
.統
制
上
最
も
有
效
で
あ
る
o 

.
蓋
し
こ
れ
に
，̂
つ
て
原
價
種
目
の
場 

所
酌
遍
合
を
合
理
的
な
ら
し
む
.る
の
'み
众
ら
ず
-
各
部
門
-機
都
に
つ
い
て
原
債
と
給
付
の
關
係
食
明
か
に
し
、
以
つ
て
其
の
經
濟
性
を 

容
易
に
確
定
^
得
る
が
爲
め
で
あ
る
'°
勿
論
,
の
分
類
は
前
述
の
地
域
的
或
は
人
的
關
係
を
無
視
す
る
が
故
に
、
時
に
檢
存
機
能
.の
如 

く
，
特
殊
の
.區
劏
锡
所
を
有
地

ず

,'
あ
ら
ゆ
る
經
營
機
能
と
混
渚
す
る
.謂

f

遊

擊

的

部

門

.
に

外

な

I

る
も
の
も
亦一

機
能
と
し
て 

•勘
定
を
設
ズ
る
の
要
を
見
る
こ
と
\
な
％

:
:更
.に
！
明
確
な
る
區
劃
を
欠
如
せ
る
結
果
と
し
^
匕
動
カ
、
諸
掃
費
-
暖
房
費Q

如
I
 

If
c

,^
:
定
す
る
.こ
と
は
®
雛
で

あ

り

、

屢
々
!.
m
な
る
見
積
ft
よ
つ
て
こ
れ
を
決
定
せ
ざ
る
を
#
な
い
こ
と
、
な
る
。
さ
I
Iば
、
實
際 

上
の
，原
價
^
所
..•

定

の

辣

定:l
c
際

し

'て
は
、
計
»
技

術
'-
±

の

要

求

よ
3
し
て
他
の
分
類
を
も
：適
宜
に
酣
慮
す
る
こ
士
を
要
す
る
。

.
次
に
成
果
の
源
痕
に
‘つ
^

て
禽
ふ
石
に
”
前
述
し
た
謝
點
が
こ
れ
と
密
接
な
關
係
を
有
し
て
ゐ
る
こ
と
を
先
づ
發
見
し
得
ち
ヴ
企
業 

.
の
擧
げ
て
3

遭

'哪

痛

意

ー

本

體

を

な

す

も

の

は

云

- ^
迄
も
な
く
經
營
給
付
の
經
濟
性
に
.象
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
又
專

短
細̂

營
成
.#

計
#

形
式
に
り
い
て
：

■
三

五

2

四
四一

ノ



短
m
經
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紐
期
經
營
成
.果
計
算：

形
式
に
ウ
い
て 

一

H
六

C

四
㈣
ニ )

.

に
部
分
機
^
の
輕
濟
性
'に
，基
付
ぐ
。
と
の
事
實
は
利
益
の
本
質
的
部
分
を
.占
^
る
も
の
で

は
あ
る
が
、.
必
ず
し
も
唯
__
.Q

も
.の
で

は

な
 

ぃ
。
绒
述Q

如
く
企
業
を
金
融
單
位
と
し
.て
觀
察
し
炎
る
場
合
に
考
へ
'
 
得
ら
れ
る
*
本
■
達
、
投
資
、
融
資
の
諸
活
励
に
件
ふ
成
报
は 

.こ
れ
と
區
分
し
て
考
察
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
當
然
で
あ
り
、
普
通
.、
經
營
成
果
計
算
ょ
り
除
外
せ
ち
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
又
、

經
營
成
果
て
直
接
影
響
す
る
も
、
部
分
機
能
の
經
濟
性
と
關
聯
を
有
す
る
£-
^
な
き
若
干
の
要
潔
が
考
へ
ら
れ
る
。
其
の
一
は
操
業
度

.

 

•

 

.

.

.

 

- 

- 
, 

»

の
I變
化
で
あ
る
。
政
治
的
經
濟
的
其
の
他
の
社
會
的
諸
變
動
ょ
り
生
じ
來
れ
る
新
な
^
坐
產
均
衡
關
係
の
發
砠
の
爲
め
に
，
一
輕
營
に
對 

す
る
时
の
洼
文
を
急
徼
に
增
加
ち
爲
め
に
其
办
從
來
の
操
業
度
が
正
常
以
^
な
り
し
^
の
-が
在
常
點
に
迄
到
達
し
た
る
如
き
際
は
、
 

間
接
原
潰
の
.低
下
、
單
位
氣
債
の
抵
下
成
果
の
增
大
の
過
程
を
と
る
と
と
、
な

る

。

こ
の

種
の
-^
果
の
增
次
は
こ
れ
を
焉
に
管
理
機 

能
の
.經
濟
性
と
.し
て
還
元
し
得
な
い
も
の
、
存
す
る
こ
と
は
否
淀
し
得
な
.い
.
0そ

と

で

こ

の

雛

，の
成
粜
は
.こ
れ
を
特
に
區
分
し
得
ら
る 

\
如
き
方
法
を
以
つ
て
表
承
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
其
の
方
法
は
原
價
に
於
妙
る
比
例
部
分
と
固
定
部
分
と
を
明
瞭
忙
分
岐
せ
し
む
る

.

て

.

.

.

. 

• 

, 

■

 

-

.
こ
^
に
ょ
つ
て
.達
戎
せ
ら
れ
る
。
蓋
し
、
ー
比
例
原
慣
は
操
業
歡
七
.
>も
に
增
減
す
る
に
反
し
、
固
定
原
價
は
こ
.れ
と
_關
係
な
き
が
故
に
、
 

兩
者
を
原
價
中
に
對
立
せ
し
む
る
.と
き
ば
單
位
原
價
に
於
.け
る
固
定
原
價
の
比
率
を
通
し
.て
操
業
度
に
ょ
る
成
果
を
容
易
に
捕
捉
し
.得

る
か
ら
で
あ
る
。
或
は
又
、
對
價
と
比
例
原
慣
と
直
接
に
對
立
せ
し
め
、，其
の
.殘
額
た
る
成
果
と
固
定
原
價
と
を
對
立
せ
し
む
る
と
き

，

.

.

.

.

 

.
'
. 

. 

*

 

•

 

,

は
價
格
政
策
上
の
要
求
を
も
併
せ
充
た
す
こ
と
X
な
ら
ぅ
。(

次
表
參
照)
又
部
門
機
能
の
經
濟
性
の
測
定
に
於
い
て
も
•
と
の
兩
原
價 

.を
分
離
す
る
と
き
は
、
操
業
度
の
.增
減
祀
菡
#
く
原
價
の
增
減
と
經
濟
性
自
體
の
變
化
祀
签
付
く
原
價
の
變
動
と
を

分
明
に
.な
じ
得
が



■

■

/

短
：期
經
螫
成
染
計
算
形
式
に
つ
い
て
.

:
 

.

H
八
：

a

四
四
四〕

.

 

.

.

.

 

•

•

 

•

;

.

,
次
に
原
料
其
の
他
諸
財
の
購
入
に
當
つ
て
、
經
營
者
は
不
斷
に
將
來
の
狀
祝
.

Q

變
化
を
察
，知
し
、
*

も
有
利
な
る
價
格
を
以
つ
.て
こ

れ
f

行
ふ
の
で
あ
る
が
、
:
_
入
せ
ら
れ
'た
る
原
材
料
價
格
が
其
の
後
に
變
動
す
る
こ
.と
が
正
當
に
.豫
想
せ
.ら
れ
て
ゐ
る
、
場
合
も
ぁ
る

..
 

. 

■. 

.

し
-

或
は
金
然
偶
.然
的
.に
.生
じ
來
る
こ
と
も
あ
る
。
#

の
_

_

に
基
付
く
經
營
成
果
へ
の
影
響
は
管
理
機
能
に
歸
せ
ら
れ
る
.と
は
必
ず
.

•
 

.

.

. 

.
 

.
 

.

.

. 

... 

••
 

.
 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

し
も
斷
言
し
得
な
い
が
、
.全
然
其
の
.圏
外
に
：あ
る
：と
斷
ず
る
こ
と
も
出
來
な
い
0

こ
の
利
益
が
經
營
成
裉を

！！

成
す
る1

要
素
と
し
て 

認
め
得
.る
と
し
：て
も
'

こ
.れ
を
後
の
部
門
機
能
の
經
濟
性
に
ょ
る
影
響
と
混
在
せ
.1
.
め
る
と
と
は
、
其
'の
何
れ
を
も
明
瞭
に
な
し
得
な 

い
嫌
を
生
ず
る
_が
故
に
慣
格
差
勘
定
の
利
用
に
ょ
つ
て
と
れ
を
個
別
に
.成
果
針
筧
中
に
表
明
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
あ

.

■

.

.

V

.

 

'

 

■'
 
-

 

,

■

.

.

.

 

.

■

'

る
。
：も
と
ょ
り
企
業
の
伸
質
に
ょ
り
、
其
.の
.使
用
原
材
料
の
價
格
が
'ー
宠
或
は
徐
々
に
し
か
變
動
し
な
い
場
合
に
於
い
て
は
敢
，て
其
の 

必
要
を
見
な
.い
で
あ
ら
ぅ
0

こ
れ
に
'關
す
る
例
は
後
に
示
さ
ぅ
o

--
: 

: 

■

. 

.
 

.
 

さ
て
前
述
の
樣
に
經
營
成
果
奸
算
は
孽
營
給
付
の
確
宛
を
通
し
て
、：經
營
活
動
の
結
果
を
批
判
し
，
經
營
の
維
持
と
發
展
に
對
す
る

最
も
重
要
な
る
針
蠤
的
資
料
を
提
供
せ
ん
と
す
る
も
の
で
：あ
る
。
.而
し
て
こ
：れ
が
爲
め
に
前
述
の
様
に
成
艰
そ
の
も
の
\'
性
質
に
就
い

. 

.

.

.

.

.

. 

.
.

.
.

.

 

■
 

•
 

•. 

.

て
-正
し
い
認
識
を
持
つ
こ
と
を
要
す
る
と
同
時
に
、.
其
の
許
算
結
果
を
出
來
得
る
限
り
短
期
；に
作
成
す
る
こ
と
を
要
す
る
0'
蓋
し
其
の

作
成
が
普
通
の
金
融
會
計
算
の
決
算
に
於
け
る
如
く
一 

年
或
は
率
年
を
一
期
と
し
て
行
は
る
X

と
き
は
、
其
の
間
に
社
會
經
濟
內
に
生

.

.

.

.

.
i 

.

.

.
 

.
 

.

ず
る
諸
變
動
に
ょ
つ
.て
經
營
給
付
の
市
場
に
於i

る
相
對
的
重
要
性
は
大
な
る
變
化
の
蒙
む
.る
こ
と
あ
る
.ベ
く
、
他
妞
、
經
營
內
'に
就 

い
て
見
て
も
組
織
要
素
の
構
造
の
變
動
に
ょ
つ
て
原
價
關
係
に
變
化
を
坐
じ
ノ
斯
く
し
て
か
^
る
長
腿
溯
後
に
於
け
る
成
果
の
奸
雜
は 

的
外
.の
諸
變
動
に
適
應
す
る
合
理
的
諸
政
策
0

採
用
を
遲
滯
せ
し
む
べ
き
は
明
か
で
ぁ
る
。
併
し
な
が
ら
他
面
こ
れ
钇
餘
り
に
短
期
に

璧
切
ざ
と
.き
は
經
營
0 :

全
結
粜
を
知
る
た
め
に
は
幾
多
ゆ
假
渡
、.
假
受
等
の
限
坭
勘
定
の
錯
綜
を
生
母
し
め
技
術
的
に
闲
難
を
伸
ふ
の 

.
み
な
ち
ず
、
前
述
の
•
如
き
經
營
内
外
の
諸
變
動
に
適
合
す
る
所
以
f

も
な
い
0'

故
に
、
半
年
一
年
以
下
の
四
^

畔

月

次

、週
次
、
日
次

-

-

 

'

 

•

 
'

 
•

 

T

 

-

計
算
等
は
何
れ
も
膝
期
成
粜
針
箅
と
呼
ば
る
ベ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
普
通
は
月
次
計
を
以
.つ
て
短
期
訐
算
の
代
表
的
形
體
と
し
て 

ゐ
る
。
.親
し
こ
れ
に
ょ
つ
て
、
景
氣
的
季
節
的
其
の
#

の
諸
變
動
を
計
箅
に
.反
映
せ
•し
め
る
.の
み
，な
ら
ず
*.經
營
組
織
自
體
の̂

的
變 

化
に
も
適
應
し
得
る
が
故
で
あ
る
ク
勿
論
こ
ト
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
短
期
成
果
計
算
は
經
營
成
果
訏
箅
で
あ
り
ノ
從
つ
て
金
^
會
計
に
於 

い
て
梅
成
.せ
.ら
れ
る
短
期
成
果
計
^

と
は
.必
ず
し
，も

1

致
す
‘る
も
の
で
は
な
い
o
'
後
苕
は
寧
ろ
、
金
融
單
tf
e

と
し
て
の
經
營
の
資
す
の 

流
動
性
を
.雑
持
す
，る
見
補
ょ
り
作
成
す
ら
れ
.る
：が
故
.に
經
營
成
染
W

箅
を
其
の
一
：要
素
と
し
て
短
含
す
.る
と
i

も
に
；更
に
中
蚀
的
諸
^

,

.
 

攀
.
 

..
 

•
•
.
.
.
，
 

.

用
收
益
を
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
6
'
兩
者Q

關
聯
に
つ

い

て
後
に
葙
干
觸
れ
る
け
れ
ど

も

、

兩
箸
は
か
く
本
來
の
ー
0

的
を
異
.に
し
て 

ゐ
る
の
で
^

つ
て
、
，こ
V

に
於
い
て
は
寧
ら
前
者
を
^

t

と
し
，て
論
ず
.名
こ
と
、
す
る
？
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一
以
上
述
べ
た
と
と
ろ
ょ
り
明
か
な
る
如
<-

、
，短
期
經
營
成
果
計
算
に
於
い
て
要
求
せ
.ら
れ
る
給
付
め
經
濟
性
の
碰
兒
：は
次
の
如
き
諸 

項
目
.(0
.
-
‘確
定
を
：1

1

:

次
的
行
ふ
と
と
を
も
づ
て
內
容
と
す
る
も
め
で
あ
る
と
.考
へ
ら
れ
.る
o

 

:

-

綜
合
機
能
の
經
濟
性
.

V

…
； …

'

•

.

原
價
總
額
と
價
格
め：

關
係
の
確
.定
.

■

.

:

 

'

八

.*
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門
機
能
の
經
濟
性
：
.，.
：
：
豫
定
•
實
際
場
所
蕾
の
關
係
の
確
宛
..

- •
'
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.•

操
業
度
の
影
響
.：
：
.：
，
：
.
：
.
岡
定
，此
例
原
價
の
確
觉 
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;

景
氣
變
動
.の
.影
.響

.
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短
期
經
營
成
果
計
箅
形
式
に
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ぃ
て
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四
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さ
て
現
在
冇
は
れ
て
.ゐ
る
短
期
成
粜
計
算
.の
形
式
は
.こ
れ
を
大
體
左
め
兰
@
に
分
ち
得
る
と
.考

へ

る

0.
.

:

.

■

.'
:
1、
：原
價
訐
算
的
：短

期

成

巢

許

算
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成
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三
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經
營
會
計
に
於
け
る
月
次
成
果
計
算
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.こ
れ
等
の
も
の
は
各
種
企
業
部
門
に
ょ
り
、
又
各
部
門
內
に
於
け
る
企
業
の
将
質
に
應
じ
て
そ
れ
ぐ
利
用
せ
ら
れ
得
る
と
こ
ち
の 

も
.

Q.

で
あ
り
、
.且

•つ

そ

の

中
一

.の
も
の
が
單
獨
に
用
ひ
ら
れ
る
こ
と

な

く

、

他
©
も
の
.と
棍
’合
し
て
利
用
せ
ら
れ
る
こ
’土
も
あ
る
。
然 

し
、

■—
*
般
的
に
茇
つ
て
、
以
上
0
三
個
の
方
法
は
經
營
成
果
訢
尊
の
發
展
0
段
階
を
汞
し
て
ゐ
る
機
に
考
へ
ら
れ
る
か
ら
し
て
、
次
節

以
下
に
於
い
て
各
々
別
個
の
■も
.の
ん
レ
て
、
：
其

の

內

容

を

具

體

的

に

說

明

す

^
こ

と

、
し
た
。

.
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.
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本
計
黨
に
於
い
て
は
製
造
勘
定
製
品
勘
矩
に
於
け
み
計
算
價

格
と
實
際
原
價
と
が
1
致
し
て
ゐ
る
如
く
に
ー
訂
正
し
た

0:

.
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原
價
計
算
を
栽
礎
と
し
て
各
：の
給
付
の
成
果
を
計
算
し
一
、一

箇
月
間
に
於
け
る
成
果
總
額
を
計
舞
す
る
第
一
の
方
法
は
短
期
經
營
成 

果
計
箅
中
最
も
容
易
な
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
原
價
訃
算
制
度
が
完
備
し
て
ゐ
る
.限
り
至
極
簡
單
な
る
帳
簿
組
織
を
以
つ
て
エ

業
經
營
に
利
用
せ
ら
れ
る
0-
み
な
.ら
ず
、多
量
坐
產
の
行
は
る〜

小
規
模
經
營
に
於
い
て
も
最
も
多
く
採
用
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

•
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#
.
:
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•

即
ち
後
者
に
於
い
て
總
て
の
給
付
は
大
體
同
一
な
'る
が
故
に
敢
て
®
々
の
原
價
豸
^
を
行
ふ
必
要
な
く
こ
れ
を
總
括
的
に
決
定
し
得
る

が
故
で
ぁ
る
。
綜
合
原
價
訃
算
法
の
と
ら
れ
る
場
合
は
次
の
例
に
示
十
如
く
で
ぁ
る
<
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云
ふ
迄
も
な
く
前
記
原
價
中
に
經
營
間
接
費
及
販
寶
費
の
包
含
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
場
合
は
こ
れ
ょ
り
差
Î
べ
き
は
明
か
で
あ
る
▲

一

，
.
：
>

——

 

：
 

： 
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•

に
附
加
原
價
計
算
後
に
於
い
て
は
、
次
の
例
を
擧
.げ
得
る
。
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こ
れ
を
各
製
品
每
に
分
割
表
示
す
-^
と
ぎ
は
機
能
の
銃
制
は一

曆
合
理
的
と
な
る
。.：例
べ
ば
左
の
如
き
で
あ
る
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計
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こ
、
に
現
は
れ
て
ゐ
る
計
算
方
法
自
體
は
至
極
簡
單
な
る
も
の
に
外
な
ら
な

.
い
？
然
し

.な

.：が
ら
唯
だ
問
題
と
な
る
0

.±

こ
、
で
は
弓

々
に
其
の
生
產
原
價
を
決
定
レ
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
.れ
が
如
何
に
‘し
て
、
可
能
と
な
ゐ
か
で
あ
る
。
原
價
要
素
中
に
は
芯
ず

し
も
容
易
に
月
.々
の
計
蒽
CD
行
は
れ
難
い
も
の
が
あ
る
が
故
に
か
、
る
要
素
の
計
算
形
式
は
こ
れ
を
適
宜
に
變
更
す
る
こ
と
を
要
す
る
：

.

.

.

i 

.

.

.

.

.

 

-

<

 

. 

•

 

•

は
云
ふ
迄
も
#
い
.と
こ
ろ
で
办
る
。
例
へ
ば
原
料
の
如
き
は
常
に
問
題
と
な
る
■と
こ
ろ
で
あ
る
。

i

現
在
の
如
き
科
學
的
進
步
醫
盛
ょ 

.

る
時
代
に
於
い
て
は
餘
合
原
價
則
算
の
行
は
る
\
如

き

大

量

生

產

に

も

，
單

一

.の
原
料
の
み
用
ひ
ら
れ
る
こ
と
尠
く
*多
數
の
主
要
原
！7、 

•副
原
料
を
要
す
る
が
故
に
ノ
其
の
侦
用
最
必
確
楚
は
單
ー
の
方
法
を
以
つ
て
す
る
.こ
と
は
困
雛
e
あ
る
。
薇
し
其
の
使
用
.a ：
は
必
ず
し

も
使
用
と
同
時
に
明
確
に
せ
ら
れ
る
如
き
性
質
の
も
の
で
は
な
.く
屢
々
一
定
期
後
に
於
け
る
在
靡
量
の
計
算
を
以

.
つ
て
す
る
か
或
は
豫
.

•
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.
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■
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.

め
ー
定
量
を
見
積
る
て
と
に
ょ
つ
て
の
み
針
算
せ
ら
れ
得
る
如
き
と
と
は
避
け
得
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
現
在
の
原
料
便
H
J:
箱
^
法
は 

こ
れ
を
大
體
、
.棚
卸
法
、
.繼
續
記
人
法
、
逆
行
計
算
法
、
銷
却
法
と
な
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
棚
，卸
法
の
如
き
は
一
定
s

ly
]
後 

に
こ
、
で
は
一
筒
月
後
に
其
の
注
庫
量
を
調
査
し
て
の
み
使
用
量
が
確
定
せ
ら
れ
る
0
斯
様
な
短
^:
間
に
棚
卸
の
行
忒
る
、

0

は
|1
1

^
 

原
料
の
性
質
上
全
然
不
可
能
な
る
場
合
も
あ
る
。.
唯
だ
當
該
膨
料
が
£
.
の
如
ぎ
で
ぁ

つ

て

、

倉
暾
に
陳
列
し
あ
る
原
料
容
器
を
敢

.て

度
量
衡
器
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
單
に
觀
测
し
て
往
庫
額
を
測
定
し
得
る
如
き
場
合
に
は
こ
の
方
法
が
用
ひ
ら
れ
よ
ぅ
。
然
し
な
が
ら

、
こ
の
場
合
に
於
>
て
も
棚
卸
が
普
通
の
週
日
.に
經
營
時
間
中
に
行
.は
る
>
こ
と
は
迤
し
く
不
便
で
.あ
る
か
ら
し
て
、
休
日
を
利
用
す
る
-

.
に
至
る
•ベ
く
、而
し
て
こ
れ
.が
：果
，し
て
月
末
に
來
る
如
否
か
も
問
題
で
あ
る
。
從
つ
て
短
期
成
果
評
箅
を
行
ふ
と
す
れ
ば
勢
ひ
-從
來
か.

V
る
棚
卸
法
の
採
用
に
よ
つ
て
確
定
■せ
ら
れ
ゐ
た
る
も
の
は
、
こ
れ
を
何
等
か
他
の
；.
'方
法
に
改
め
.る
こ
と
が
實
際
に
必
要
と
な
り
.來
る

で
あ
ら
ぅ
。
繼
續
記
入
法
は
別
に
迤
行
計
算
或
は
差
引
計
算
と
も
稱
せ
ら
れ
旮
.°
使

用

..に
應
じ
て
其
の

*
及
び
®
格
は
直
ち
，に
：出
庫
票

祀
記
入
せ
ら
れ
て
原
料
''
7
&帳
よ
ゎ
使
用
量
は
逍
ち
に
.落
さ
れ
て
‘
其
0
淺
高
は
差
：引
計
算
に
よ
つ
：て
容
易
.に
確
定
サ
ら
れ
る
か
ら
し
て
、

■

月
次
に
原
-®
を
確
定
す
石
.に
は
適
當
な
る
.方
法
た
る
.こ
と
は
明
か
'で
あ
^

o
:
:
然
し
な
が
：ら
、
個
.々

の
使
用
量
に
就
，い
て
い
か
，な

る

價

格

.

を
以
つ

.
て
評
價

.
す
る
か
：̂
必
ず
；し
も
決
定
し
：な
い
か
ら
し
て
、
こ
乂
へ
に
問
題
が
生
ず
る
こ
と
、
な
^

。
こ
の
際
帳
簿
賀
格
.か
時
價
置
換

.
價

梢

か

何

れか
r
利
用
甘
ら
れ
る
o
.

後
”奢
の
利
用
せ
ら
れ
る
際
に
は
帳
簿
匕
價
枪
差
取
坐
ず
ふ
か
ら
し
セ
そ
パ
次
成
果
評
箅
に
於
い

•

て
當
該
差
額
は
適
正
に
修
正
す
^
こ
み
が
€
要
な
な
：る
。
更
に
.「

定
の
製
品
(0
出
來
高
.に
_
じ
：て
典
の
幾
割
か
を
原
料
と
.し
て
許
算
す

る
^

と
も
出
來
る
:6

_生
產
統
制
の
党
備
し
て
な
る
場
合
.に
：は
斯
様
な
方
法
は
旣

.に
此
例
原
價
の
.決
定
に
對
し
て
利
用
を
ら
れ
得
る
も
の

■ 

•

■

 

■

 •
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、

で
あ
り
、
且
づ
こ
れ
I

つ
1

使
用
$

ぶ
産
制
す
る
こ
と
も
出
來
る
。
こ
の
方
f

前
の
繼

を
，決
定
す
る
上
に
有
效
な
方
法

■で
.あ
るo

然
し
.な
が
ら
、-
'營
業
度
<£
>
,增
加
と
\

も
に
比
挪
す
る
原
價
は
こ
れ
に
よ
.つ
て
有
效
に
決
定
を
：
 

ら
れ
得
る
.と
こ
ろ
な
る
も
、
然
ら
ず
し
て
營
業
度
と
何
等
の
關
係
な
き
間
接
固
.定
原
料
の
抓
き
は
こ
の
方
法
を
利
.用
し
得
な
い
..こ
と
云 

ふ
迄
％

な
い'0
然
る
場
合
：に
は
、

：
1.

定
の
經
營
葬
を
基
と
し
弋
、
，.年
次
办
當
該
費
用
：を
確
定
し
て
こ
れ
を
拖
月
に
區
別
ず
る
銷
却
法
.
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:
或
は
十
：ニ
分
法
.又
は
六
分
法
を
以
つ
.
.て
す
る
$
と
'
|
.る
0
か
.、
る
際
に
は
»
際
支
拂
額
と
當
該
割
^.
齡
統
計
と
の
差
と
は
¥
次
成
果 

-^
算
土
で
盤p
す
る
.外
は
，な
'い
。
前
述
し
^
棚
卸
法Q.

利
用
：せ
.ら
れ
T'
ゐ
る
腺
材
婀
に
就
い
て
.は
、
そQ

,

キ
ー
要
膨
料
と
し
て
比
例
的
で

增
減
す
る
も
.の
な
れ
ば
こ
れ
を
繼
續
記
入
法
或
ば
逆
行
訏
算
法
に
改
め
る
こ
と
を
袈
於
る
し
、
若
し
間
接
費
の
性
質
を
-&
:す
，る
も
の
な

.
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'

る
と
き
は
銷
却
法
を
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
：る
で
あ
-ら
ぅ
o C

菌

>
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入
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ニ
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要
す
る
に
本
法
に
於
.い
て
は
經
營
に
於
け
る
製
造
機
能
を
簞
に
製
品
に
化
睱
レ
%-
る
局
丽
.よ
り
綜
余
_
に
觀
察
し
£
れ
が
經
濟
性
を

確
定
せ
：ん
.と
す
名
目
的
に
出
.で
た
も
の
で
あ
.る
か
ら
し
て
、
次
の
.様
な
：諸
點
は
：自
か
ら
閑
却
せ
ら
れ
：る
傾
き
が

.あ
る
。
第
一
.に
本
明
屮

' 

• 

. 

' 

- 

: 

. 

..

..

..

.

 

- 

:
•
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, 

- 

-

，.に
投
下
せ
ら
れ
た
る
原
價
に
し
て
未
だ
完
製
品
た
ら
.ざ
る
仕
褂
品
が
如
何
な
.る
狀
態
.に
#-
す
る
か
、
又
売
.製
.品
に
し
て
未
だ
販
M-
せ
ら 

れ
ざ
る
も
.

Q

が
如
何
に
其
.の
經
濟
性
?:
'
確
定
：せ
ら
れ
る
か
、
一■一
、
部

門

機

能K
就
：

S

て
.其
の
'經
濟
性
を
決
定
，す
る
：が
爲
め
に
如
何
な
る

>#
.殊

の

手

段

を

用

ぅ

：る
か
，

14、

全

資

本

運

動

k

對

し
て
製
造
：活
動
が
’如

何

な

る

關

係

に

立

つ
.て
ゐ
各
か
等
が
と
れ
で
あ
る
。
眸
し
な

,
, 

. 

-
•

が
ら
、
'本
法
は
從
來
'の
帳
簿
記
入
の
方
法
を
若
干
改
：Jh
す
る
と
と
に
よ
つ
て
、
月
次
原
價
計
第
を
確
定
す
る
限
り
容
易
に
.行
ひ
得
る
と 

ご
ろ
で
あ
り
、，1;

度
こ
れ
が
精
密
に
行
は
る
：、
と
き
は
販
寶
額
よ
り
容
易
に
成
果
の
：主
要
部
分
を
確
定
す
る
こ
と
を
得
る
が
故
に
小
掂

模
製
造
企
業
に
於
い
.て
廣
く
利
用
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
.へられる。
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さ
て
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
は
經
營
成
果
計
算
を
行
ふ
に
當
つ
て
、
其
の
塞
礎
と
な
る
數
字
を
諸
勘
定
よ
り
取
り
來
る
と
し
て
も
、
然 

も
.

V

典
の
計
算
.

Q

方
法
は
.全
く
任
意
的
で
あ
り
、
且
つ
、
訏
算
が
5£
確
で
.
.あ
.る
か
ど
ぅ
か
に
就
い
て
別
に
勘
龙
的
統
制
を
受
け
る
も
の 

で
は
な
い
。
即
ち
こ
め
方
法
は
年
次
計
算
と
は
勘
定
的
に
何
等
の
關
係
の
な
い
特
別
計
算
で
あ
る
。
こ
れ
；に
對
し
て
勘
定
的
銃
制
を
加

へ
ん
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
何
等
か
の
形
體
に
於
い
.て
.年
次
成
娛
計
算
と
結
び
付
く
こ
と
を
.要
す
る
。
蓋
し
年
次
成
果
計
算
.は
簿
記
の

.

.

.

. 
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,

本
體
を
權
成
し
、
資
I

動
の
I

ゆ
る
篇
議
論
し
て
そ
れ
ぐ
勘
定
科
目
を
興
‘へ
、
2

に
於
い
て
其
の
運
動
の
總
括
的
結

果
を
自
0J
的
に
證
明
す
る
組
織
を
有
す
る
が
故
^
、
短
期
成
果
計
算
を
其
.の
組
織
の
—*
要
素
と
し
て
取
り
入
れ
る
場
合
は
、
企
業
全
.運

■ 

- 

. 

' 

* 

•
-

- 

.

動
，
の
總
括
的
成
果
計
算
へ
の
關
聯
を
必
然
的
に
生
じ
勘
定
的
統
制

‘の
支
配
を
受
け
ざ
る
を
得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

,而
し
て
こ
の
關
聯
€>
仕
方
电
も
と
よ
り
單
純
ー
樣
で
.は
な
い
。
其
の
仕
方
.は
こ
れ
を
大
體
に
於
い
て
ニ
に
分
ち
：得
る
。

一
は
.計
算
制

.
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搜
中
に
特
に
經
營
評
箅
を
分
離
す
る
こ
と
な
く
-
或
は
其
の
必
要
な
あ
場
合
、
，电
次
計
算
を
罩
に
短
期
即
ち
大
體
一
ヶ
月
每
に
形
式
的

.
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締
切
^
其
？
殘
^
を
總
計
す
る
方
法
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ

の

-^
双
は
年
次
成
果
Bt
箅
自
體
の
縮
圖
で
あ
り
、
.そ
れ
®
に
、
兩
審
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關
聯
を
_
か
に
な
し
.得
る
-
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Vも
に
、
全
資
本
運
動
に
對
す
る
經
營
活
動
の
意
義
を
捉
へ
る
上
.に
便
利
で
あ
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
0

. 

.
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殊
に
所
謂
中
性
歌
入
費
用
は
^
と
よ
り
月
マ
發
生
L
來
る
と
こ
ろ
な
^
も
、
計
算
.上
實
際
-ぼ
.記

入
額
の
坐
じ
來
る
は
年
次
求
に
翳
す

る

.
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計
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形
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多
き
|

に
、
_

1

中
こ
5

の
|

|

當
_

^
 

區
則
し
て
谏
明
す
る
に
、
於
い
て 

^

短
.期
_
營
成
果
計
算
^
し
；
て
；可
成
り
有
效
に
利
用

.せ
ら
る
べ
：き
は
#
ふ
迄
も
な
W
。
^
し
な
が
ら
、
こ
の
方
法
に
於
い
て
は
經
營 

機

能

の

總

括

的

結

课

は

明

か

.に
な
.し
^
る
も
、
‘

れ
を
其
の
部
門
機
能
'に
、
つ
い
て
明
瞭
に
な
し
旦
づ
、

.前

述

の

如

き

營

業

度

-
景
氣
變 

動
.

c

影
響
に
就
い
て
.の
ft
*
算
は
、
前
述
せ
る
原
價
計
算
的
特
殊
針
算
4
同
一
.で
あ
り
-
1

の
點
に
於
い
て
特
に
勘
定
的
銃
制
を
加
へ
る 

こ
と
は
出
來
ぬ
。
ヒ
れ
が
目
的
-5
:
遂
行
ず
る
に
は
經
營
計
算
制
度
そ
れ
自
體
の
盤
備
を
^
つ
こ
と
を
要
す
る
0
吾

.々

は
こ
れ
を
第
一
一
の 

方
法
と
し
て
.區
別
：し
.て
後
に
論
ず
る
奪
'へ：で
：あ
る
\'
'

-

0

'

.

.

'

.

.

.

先
づ
第
ー
の
方
法
に
就
.い
てI-

層
詳
し
く
考
察
し
ょ
ぅ
。
こ
の
方
法
.に
.は
ニ
つ
の
計
算
局
面
が
考
へ
ち
れ
る
。
敢
て
說
明
す
‘る
迄
も 

な
く
年
次
計
算
に
於
け
る
成
果
計
算
は
、
，一
面
に
於
い
て
貸
借
對
照
表
を
通
じ
て
、
他
酣
ノ
損
益
fi
t
箅
を
通
じ
て
確
宛
せ
ら
れ
て
ゐ
る 

か
ら
し
て
'
年
次
許
算
を
短
期
に
形
式
的
決
算
寸
る
こ
と
も
結
局
こ
.
.の一
一
つ
の
局
面
.に
'照
應
し
て
行
は
れ
る
こ
と
、
な
る
。
，即
ち
前
# 

は
、一

定
期
間
內
に
生
じ
來
れ
る
財
產
11
値
の
變
動
と
、
自
己
及
'び
'他
人
資
本
_に
.坐
じ
來
れ
る
變
動
と
を
對
立
'せ
.し
め
*1
:
、
前
紫
の
.超 

過
額
を
利
益
と
し
、
後
者
の
超
過
額
を
損
失
と
し
て
.表
明
し
、
吏
に
，又
後
者
は
其
の
期
間
中
に
於
け
る
成
果
に
直
接
關
係
す
る
諸
勤
定

- 

.
' 

:
V 

‘ 

- 

: 

■ 

* 

• 

* 

.

.

.

. 

.

.

. 

- 

. 

- 

: 

. -■

の
對
立
で
あ
つ

て

、

其
の
成
：果
.を
決
定
し
、
前
者
と
*Q

結

果

を

等

し

く

す

.る

に

至

る

こ

と

は

一

般

に
ょ

く

知
ら
れ
て
ゐ
る
と
.こ
ろ
也

あ
る
：。
即
ち
馨
は
、

一
定
期
間
後
に
於
け
る
貸
借
双
方
の
變
動
の
總
結
一
果
を
.表
明
す
名
が
故
に
、
.興
の
過
程
に
於
け
る
繼
續
は
何
等

- 

. 

,

-

. 

• 

.

明
か
に
せ
ち
:^
て
ゐ
众
い
'0
さ
れ
ば
、
こ
れ
を
距
灕
計
箅
と
一
石
ふ
こ
:̂
も
出
來
ょ
ぅ
0.(

註
じ
成
艰
訏
算
と
し
て
の
こ
の
麵
の
貸
借
對 

照
表
の
意
義
は
.#
り
重
大
な
方
も
の
で
は
な
>

o
盥
し
、
本
表
だ
け
を
以
つ
て
し
た
の
で
は
^
双
の
源
泉
杧
迄
遡
る
こ
と
は
围
i
で
あ

る
が
爲
め
.で
あ
り
、
且
つ
、
こ
れ
を
經
營
上
、
資
沐
の
流
通
性
維
持
の
目
的
に
使
用
す
る
に
際
し
て

.も
、
經
營
の
規
模
に
格
別Q

變
動 

な
き
限
り
は
、
特

-l
c,費
用
多
き
こ
の
種
の
方
法
に
よ
ら
ず
と
も
•
'
浩

干
の
金
融
«
定
の
利
用
に
よ

つ'

て

十
分
に
典
の
目
的
を
達
し
#
る 

か
ら
で
あ
^

。
こ

•れ
.に
反
し

..て
、
後
繁
即
ち
損
益
針
箅
は
遝
動
許
算
と
も
呼
ぶ
こ
と

.
が
出
來
、

'
其
の
意
_

は
.
|
.
層
大
で
あ

.
る
0

蓋
し
* 

で
■の

雛

の

短

期

損

益

fi
t

算
に
於
V ,

.て
は
經
營
利
益
と
營
業
利
益
と
は
區
別
し
て
表
明
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
前
者
は
原
價
或
は 

檩
準
原
價
.と

販

賣

額

と

を

關

聯

せ

し
む
る
こ
と
に
よ
つ
て
確
定
せ
ら
れ
飞
と
\

も
に
後
者

.は
經
營
以
外
( 0

'

_
諸

金

融

的

景

氣

的

姆

益

を

明
 

瞭

な

ら.
し
む
る
0
こ
れ
等
兩
者
を
併

用

せる
べ
ル

グ

マ'
ィ
ヤ
■!
.
の

揭ぐ
る
例
を
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示
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ぅ
o
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100,1

2,400'丨

.M
o
o
l

33,60

011-*

6
0-s
o
,
-

 

20,

き 0,1 

bo
, 

100,"

1

-toJlooJ―

I

私
I
P丨

78,300,—

4
C.
6
5
,
-
―

 

M
o
o
. 

I

2
S1O
2
0
•
丨

ぬ62,220,丨

«
163.055.

125000, 

j 
15000,

丨

1,270,1

7J6S0J-—

2)4G0,—

P
0
I

W
W
6
0
5
.
I

3.163055,

125090, 

15,000,

龜

湿
器
簡
赌
)i
ta
, 

-

-

-

-

-

-

-

 

105,645,—

 

250,

丨

105.645,

丨 

250,—

I 

'
r0 

间 

! 

.-
 

2,500,

1 

I
— 

4 5§, —

 

.. 

_

顔 

0 

- 

H
 

33,60
^
1

 

I
-
-
-33,605,—

 

_
_
_
[■—

，.
.

_
_
_ 

_141,750,1 

1
4175

0
1

 

141,500,—

 

—

1
4
1
-
5
0
P
I

.
以
上
の
，例
に
於
い
て
見
，ら

る

X
如
く
、
此
種
o -
訏
算
法
の
最
も
適
合
す
る
は
、
交
通
經
營
の
様
に
、
月
々
に
其
資
產
負
匱
の
狀
潜
が 

變
勤
す
る
と
し
て
も
，
そ
は
狹
少
な
る
限
界
內
に
あ
り
、
，從
つ
て
、
存
往
勘
定
の
確
宠
も
敢
て
複
雜
な
る
棚
卸
法
に
よ
る
こ
と
な
く
、
 

帳
簿
上
の
殘
高
H1
算
を
以
つ
て
よ
く
遂
行
し
得
る
場
合
に
於
い
て
然
り
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
^
造
經
營
に
^

け
る 

如
く
，
原
材
料
が
製
造
繼
に
あ
り
、
仕
掛
品Q

形
體
を
と
る
もQ

に
於
，

S

て
は
、
か
A
る
仕
掛
品Q

;

驗
は
遙
か
に
複
雜
な
る
問
題 

と
な
る
。
こ
れ
を
月
次
的
に
確
む
る
に
當
つ
て
は
も
と
よ
り
各
經
營
場
所
に
於
い
て
現
物
に
就
い
て
確
定
す
る
こ
と
に
困
難
な
る
ベ
く
.
 

單
純
な
る
針
弊
的
棚
卸
顧
を
利
用
す
る
こ
と
を
要
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
つ
て
、
か
、
る
際
に
は
實
際
に
年
度
末
に
冷
ハ
て
一
了
は
る
、 

棚
卸
額
と
比
較
し
て
こ
れ
を
是
正
す
る
手
禊
を
士
厶
を
要
す
る
は
免
れ
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
-
製
造
經
營
中
に
あ
っ 

て
も
線
合
原
償
訢
箅
法
の
と
ら
れ
る
大
量
生
產
の
行
は
る
ゝ
經
營
と
-.

附
加
原
價
計
算
法Q

と
ら
れ
る
特
殊
製
品
の
坐
產
の
行
は
る
X 

經
營
が
存
す
る
が
前
若
に
あ
つ
て
は
、
例
へ
‘生
產
過
.程
が
多
少
複
雜
な
る
場
合
に
於
い
て
も
-
生
產
品
の
各
原
價
の
物
理
时
性
質
は
同 

一
な
る
が
故
に
、
投
.下
せ
ら
れ
る
費
用
は
總
て
間
接
費
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
？
從
つ
て
仕
掛
品
の
‘價
額
を
確
足
す
る
に
當
つ
て
も
、
總 

投
下
費
用
よ
り
製
品
中
©
費
用
を
全
體
と
し
て
墓
引
き
た
る
殘
額
と
し
て
'總
括
的
に
东
し
得
，る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
計
箅
上
の
#]
® 

'
傲
S

營
成
果
箭
箅
形
式
に
っ
い
■て

.

. 

，

' 

,

.
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.債 種 _

I

銀 修

0,000.—  300,000,

3,000,—

5>300,—

10,700,—

4,700,—

2,500,—

24,900,

繕 間  

— 7,600,—  

— 21,600,- 

— ^3 300,— 

2,400,— 

68,700,一

皿

接 费

300,

0,000.—  300,000,-

1,000,.

1,000,-

26,200,—  25,200,- 123,400,

— -— — 1, 000. -  —

12.400,-

108,500,

2,500,

111,000,

12,400,-

】2,200,— 

200,—

1 ,000，-

1 開 始 棚 卸  

2 原料P 入と分醐 

3 貨 銀

4 修 m 費(外部） 

5 間換毁及補肋經營 

6 經 營 A 

铁 完 成 品  

b B C への移励 

7 m 營 B 

a - 7 6 成 品 . 

b A 1 C へ.の移動 

8 經 營 C 

a 成 品

d A B への移行 

9 副 產 物  

1 0 阪 W 額 

〃 K C 價 

副 產 物 販 賣 額  

版 賣 ’費 W  

1 1 中間货借對照表 

計 算 棚 仰  

1 2 棚卸による統制 

計 箅 棚 卸  

锼 際 棚 偶 】 

評 價 誤 差  

ク製品勘锘へ 

販 賣 m  

利 益

9,000,—  

85.(300,—  

326,700,—  

9,300,—  

33,400,—

4,300,

1,800,-

A

19,100,

45,000,

202,000,-

3,000,

經

19,100,

18,800,-

300,-

營

11,400,-

78.000,-

82.600.. 

7,200，-

43.600,

6,900,

3,400,-

場 所

1J

6,700,-

62.000,-

53,400,-

5,800,-

ao,ocor

195,100,

205,000,

8,000, 3,700,-

1,500,

C

18,600.-

18,600,

18,100,-

600.-

23,600r

200,-

327,000, - - 

5,200,—  

900,—

260,100—  2 5 0 , 0 0 0 ,抑:MOO,—  2H,500,- 356,700,—  333,100,-

WWITM !■■!! 鼸 miLa 以― TIHMITIWTWI 23,600,

23,800,

1,000, 12,400, 12,400,- 19,100,—  19,100/- 18,600,—  18,600,—  23,800,—  23,800,

製

3,500,-

1,000,-

200,-

45,000,-

205,000,-

327,000,—

613,200,-

53,200,'

1*100 ,

53,200,-

200,-
900,-

9,000,

900,

51*900,

64,300, 54,300,- 52,800,

G*l0,000,

9G,C00,-

560,COO,- oG0,000r

27,800,

560,000,—  596,800- fi49,6C0,

53.200,—  52,800,一 ぐ利譆）B**«*™êBeDe*»s**#B*e*CTee»etee*w**ee6W*

52,800,-

52,800,



原 ®

80,000,— 

250,000,-  

2,300,--

銀 修

252,400,-

300,000.— 300,000,--

3,000,—

5,300，一

30,700,—

4,700,—

2,500,—

繕

24,900,-

B L m  m

7 , 5 0 0 , - ——  

21,603, — —~-

53 300,— ——

2,400,— —— ■

68,700,— 108,500,-

800, 300, 2,500,

332,300, 253,200.- 300,000—  300,000—  26,200,—  25,200，-- 123,400,— 111,000,-

79,100,-a—— «ar——naw« 1,000. 12,400,

79,100,-

79,000,—

100,—

J,000,- 12.400,-

1,000, 12,200,-

200,-

79,100,- • 79,100,- 1,000,— 1,000,—  12,400, 12,400,

經 營 場

b

7 經

b

8 經

1 開 始 棚 卸  

2 原料瞵入と分配 

3 m  銀

4 修 m 費(外部) 

ら間接費及補肋經營 

6 經 營 A 

a 完 成 品  

B C への移動 

營 B 

V C 成 品  

A « C への移動 

營 c 

完 成 — 品 

A B への移行 

產 物  

铤 額  

" 原 價  

產 物 販 寶 額  

賣 费 州  

間貸借對照表 

算 棚 卸  

1 2 棚帥による統制 

計 

實 

評

ク製品勘适へ 

販 賫 費  

利 益

副 

販 

1 1 中

計

マ

9,000,- 

85 600,- 

126,700,- 

9,300,-

32,400,-

4,300,-

1,800,

269,100,

A

45̂ 000j — • 

202,000,—

3,000,-

250,000,

19,100,

11,400,-

78,000,

82,600ぐ

7,200,

43.600,-

6,900,

3/100,

233,100,

所

li

205,000,-

8,000,-

1,500,

6,700,- 

62.000, 

53,400, 

5,800, 

加，0C0.

195,100,-

3,700,

214,500,- 356,700,

18,600.-- ——

C

327,000,

5,200,

900,

338,100,-

28,600, 1--rw—mrr ■■■■■卜—TTn—THTiHTinnfrTmrTi—miTrnfirtMmmTn

算 棚 卸 19,100,- “--- 18,600,— ■— 23,000,—  —

際 棚 卸 —— 1_8)800>— 18,100,—
f ■

一一* 23,800,— :

價 誤 差 300,— 600,— 200,

19,100,- 19,100,— 18,600,— 18,000,— 23,800,- 23》800,--
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額
'
0
.確

定

，は
比
較
的
簡
單
で
あ
る

0 :

最
も
こ
の.場

合
.に

於
w
て
.も
實

際

棚

卸

額

と0
差

額

は.こ
'れ

を

年

度

末

に

修

1 £

す

'る
こ•と
を
要
す 

る
0
.
.
こ

れ

.
：
に

對

し

セ

 

> 
特

殊

製
品
の
製
造
：に
於
い

.て
，は

か、
，る

.
總
括
計
算
は
^
±

の
Jr
l
''
<

に
簡
單
に
は
行
は
れ
な
ぃ
o
盖
し
製
品
原
價 

を
鞲
成
す
る
直
接
費
間
接
費
は
各
製
品
に
つ
い
て
そ
'の
額
を
異
.に
^
.る
か
、
：或
は
又
典
の
比
率
を
異
.に
す
る
：こ

と

も

あ

今

從

，つ
て
、 

仕
掛
品
の
計
箅
上
の
棚
卸
額
の
決
定
に
於
い
て
は
、
各
注
文
製
品
に
就
い
て
、其
I

接
^

丨
直
_

料

.»
直
接
賃
額
、
及
び
間
接
費
I
 

,が
幾
何
な
.る
か
を
决
定
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
計
算
上
の
1£
確
を
期
し
得
な
い
の
で
あ
る
o
こ
、
に
於S

て
綜
合
計
算
法
に
於
け
る
と
は 

JI
J
に
更
に
一
瞥
複
雜
な
る
-1
1

定
_
成

を

要

す

る
こ

‘
と

、.な
る
'。
俄
々
は
先
づ
、

.
'綜
合
原
價
計
算
法
の
'行
は
る
.場
合
に
於
け
る
月
典
成
果 

計
算
、
計
算
上
.の
棚
卸
に
於
け
.る
其
.の
修
1£
を
次
の
1
例
に
つ
,
て
見
ょ
ぅ
。

(

註
三〉

:-
: 

,

.

3I
J

表
'に
隶
じ
た
る
如
き
、.

.
A

、B

、:C
そ
れ
ぐ
の
部
門
に
於
け
る
■

別
原
儐
は
綜
合
計
算
法
を
以
っ
.て
容
易
に
確
鬼
せ
ら
れ
る
が
故 

に
、
他
の
時
期
及
び
經
營
と
の
原
價
の
S

I

し
て
部
門
機
能
を
確
め
得
る
こ
と
、
な
る
。
又
棚
卸
に
.ょ
る
統
制
は
半
年
或
は
四
半 

期
f

於
け
る
實
聲
の
調
蕾
ょ
っ
て
、
興
0

計
算
額
と
の

.差

.
は
表
中
に
見
る
如
く
、商
品
勘
定
に
轉
記
し
て
日

'
^

正
す
る
こ
と
、
な
る
。 

本
表
は
シ

H

ァ
丨

•

プ
リ
オ
シ
が
嘗
て

.其
•

「

簿
I B
\

及
貸
借
對
照
表
論」

Q

I

H
 

?
 

s
o

n
;

 

B
n

c
h

h
a

l
t

目

g

 

n
.  

B
i

l
a

n
z)

に
於
て
示
し
た 

と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
彼

症

の
’

ー
々
の
勘
定
に
就
い
て
：說
明
し
た
る
後
、
次
の
様
に
決
f

ノ
て
ゐ
る
。1
-上
揭
の
中
間
貸
借
對
照
表
鐘 

營
簿
記
に
め
け
る
勘
定
を
包
含
す
る
に
始
ま
る
,

全
貸
借
勘
定
及
び
純
粹
利
益
を
一
一
重
證
明
せ
ん
と
す
る
完
全
な
る
中
間
貸
借
對
照
表

を
作
成
化
ん
と
す
る
が
爲
め
に
、
土
揭
の
訃
莫
は
棗
要
な
る
根

.據
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
0
.

.

:

:

か
、
る
全
體
と
じ
て
の
_

な
注

.
 

.

'高
勘
定
或
は
損
益
勘
定
た
石
全
勘
定
を
財
產
及
び
損
益
對
照
表
と
し
て
形
式
的
仏
間
對
照
表
の
形
體
を
以
つ
て
表
示
せ
ん
と
す
る
こ
と

は
僅

.に

.

一
歩
を
迆
む
れ
ば
足
り
る
0

然
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
エ
業
家
の
主
要
な
る
興
味
は
上
揭
の
中
間
對
照
表
に
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
こ
と
は
强
調
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
彼
は
何
よ
り
も
先
づ
、
製
造
に
於
い
.て
運
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
其
の
財
產
が
如
何
な
る
狀
態
に
於
い
て 

.

#

在
し

.

，'
幾
許
の
成
果
を
澈
し
、
幾
何

.の
原
價
，に

.當
る
か
レ
疋
確
に
計
莫
せ
ら
れ
居
る
や
否
や
を
知
ら
ん
と
す
る
で
あ
ら
ぅ
0

こ
れ
に 

對
し
て
上
表
は
完
全
に
決
論
を
與
ふ
る
も
の
で
办
る」

と
。
S

S

彼
の
云
：ふ
と
こ
ろ
の
財
產
及
び
成
艰
對
襲
は
其
の
手
續
に
於
い 

て
種
々
あ
る
べ
し
と
雖
も
結
果
に
於
い
て
旣
に
示
し
た

.
る
べ
ル
グ
マ
ィ
ヤ
ー
の
そ
れ
と
大
差
な

.
く
、
且
つ
、
其
の
重
要
性
は
芝
し
き 

を
以
つ
て
こ
i

に
は
こ
れ

.
に
就
い
て
言
反
せ
ざ
る
こ
と
X

す
る
0 .
.
'

さ
て
以
上
は
綜
合
原
價
計
算
法
の
行
は
る
V

如
き
經
營
に
於
け
る
も
の
で
あ
^

が
、
附
加
原
：價
奸
算
法
の
と
ら
る
、
如
き
場
合
に
於 

い
て
は
旣
述Q

様
に
稍
々
複
雜
と
な
る
を
免
れ
ぬ
o 

.蓋
し
、
本
法
の
行
は
る
經
營
に
於
い
て
は
、
製
品
は
格
別
の
性
質
を
有
す
る
が
故 

に
、
：原
價
元
帳
に
於
い
て
そ
れ
別
個
の
勘
定
を
有
し
‘
典
の
も
と
に
原
料
賃
銀
の
直
接
原
料
、
及
び
間
接
費
が
集
合
せ
ら
れ

.る
。 

從
つ
て
、
仕
掛
品
總
勘

.宠
に
於
い
て
は
原
料
、
賃
銀
及
び
、
間
接
費
が
そ
れ
ぐ
區
別
對
立
せ
し
め
ら
れ
、
こ
れ
等
の
額
が
月
々
生
產 

の
‘
進
行
と
X

も
に
明
確
に
せ
ら
れ
る

.
こ
と
に
1よ
つ
て
の
み
、
_

品
の
價
格
は
原
價
許
算
郜
に
於

.い

て

明

確

に

せ

ら

れ

る

と

、
も

に

•

.
仕
褂
口
Dn
そ
の
冬
の
V
償
値
も
直
接
に
確
觉
し
得
て
、
月
次
計
筧
を
行
ひ
得
る
が
故
で
あ
る
0
.訃
箅
の
ニ

般

的

手

續

き

即

ち

原

價

種

目

勘 

定
よ
り
場
所
、
製
品
，へ
の
移
行
に
於
い
て
.、；
直
接
費
が
場
所
を
經
凼
せ
ず
し
て
直
ち
に
仕
褂
品
勘
定
に
移
行
す
る
は
往
々
見
ら
れ
る
と 

•

じ
ろ
で
あ
る
。
と
に
か
ぐ
、
仕
掛
品
勘
定
中
'に
、
前
述
し
た
、
，直
接
原
料
、
直
接
賃
銀
、
.
接

費
の
_三
趣
を
區
別
し
て
ゐ
る
こ
と
は
附 

加
原
價
計
算
法
に
於
け
る
月
次
成
果
計
算
の
特
色
.で
.あ
る
と
解

せ

ら

れる
o
.

こ

れ

に
關
す
る
：一
例
を
左
：に
揭
げ
よ
ぅ
。

S

S

&

期
經
#

成
见
§!
錄
.形
式
.に
.っ
い
て
：

. 

.

.
五一

' 
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五
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短
期
經
營
成
果
計
算
形
.式
.に
つ
い
て

2£ 
_ ■減

季
以
ヒ
•述
べ
た
諸
例
に
於
い
て
.は
何
れ
も
ノ
給
付
の
線
合
的
成
果
を
確
定
し
て
其
の
經
濟
性
を
知
る
と
、
も
に
、
他
面
各
の
部
門 

.費
用
を
；

t

算
し
て
其
の
各
機
能
の
經
濟
准
を
確
定
す
る
.こ
と
に
あ
つ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
讓
度
の
影
響
を
分
•離
す
る
爲
め
の
餘
的 

處
置
は
先
に
承
し
た
る
如
く
固
定
原
阒
と
比
例
原
價
の
ぽ
別
を
明
確
な
ら
し
む
る
こ
と
で
あ
る
ブ
こ
の
方
法
を
特
に
重
观
し
、

M

f 

策
上
の
要
f

も
同
様
に
充
た
す
爲
め 

<、
.麗

原

.價
を
特
に
.販
賣
勘
定
或
は
損
益
勘
定
に
於
い
て
他
の
比
例
§
.
と
對
し
て
示
す
こ 

と
を
推
稱
し
た
る
も
の
シ
SL
マ
ー

レ
ン
バ
ッ
ハ
，で

あ

る
.0
左
に
彼
の
勘
定
圖
表
の
一
を
示
さ
ぅ
。
其
の
計
算
賺
は
前
例(

〕
に
示 

せ
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
稍
々
同
一
で
あ
り
唯
固
定
原
價
を
別
に
綜
合
し
、
え
れ
を
販
賣
費
用
、
■特
別
費
用
と
1

に
販
賣
勘
定
よ
り
差 

け

る

點

に

於

い

て

異

つ

；て

ゐ
る
が
放
に
、
其

.

.

Q
.
K

額
の
配
列
は
別
に
示
す
必
要
も
な
い
で
あ
ら
ゲo 

(

餌
六〕

：

_

 

變
勦
霍
の
排
除
は
如
何
に
し
て
可
能
で

I

か
。
'こ
れ
S

ふ
迄
も
；な
く
源
が 

と
で
あ
る
斯
く
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
.
價
格
變
動
.よ
り
生
じ
來
る
影
響Q

經
營
機
.能Q

作
用Q

,

結
果
と
混
衡
す
る
こ
と
を
防
止
し
得 

る
は
明
力
！
^

る
。
然
も
な
が
ら
■'
こ
；の

問

題

は

霧

に

云

ふ

時

は

1

一
つ
の
局
面
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
刻
，々
に
職
入
す
る
原
價
價 

額
と
、
原
料
を
經
營
內
に
搬
入
す
る
際
の
計
算
價
枱
と
の
差
が
そ
の
一
で
あ
る
。'
.鄕
面
經
备
內
に
は
大
體
に
於
.い
て
月
々
其
.へ
在
高
を 

等
し
く
す
る
舊
原
料
-'
1
1
1
定
在
高
が
存
す
る
0
こ
の
_

に
就
い
て
も
勿
論
5

計
算
價
格
が
使
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
し
I
 

の
在
高
の
月
初
の
1

價

格

が

月

著

奮

る

.間
に
於
い
て
生
じ
來
れ
る
舊
市
場
士
の
價
格
差
は
こ
^

販
寶
勘
定
或
は
損
益
勘
定
よ
り
加
減
す
る
こ
と
が
S

で
I

ぅo

即
ち
價
格
の
響
は

そ

装
 

谩
は
揭
失
を 

招
來
す
る
。
然
も
經
營
機
能
.は
こ
れ
に
よ
つ
て
何
等
影
響
.せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
るo

此
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•
な
く
、
原
料
、
壮
掛
品
原
料
、
製
品
原
料
勘
定
の
各
殘
高
の
形
體
女
以
.つ
て
表
は
•る
V
が
故
に
其
.の
.取
扱
に
は
特
に
こ
れ
等
諸
勘
定
淺 

高
を
綜
合
し
て
價
将
の
變
動
を
除
去
す
I
こ
と
が
必
要
と
な
る

。

.

'-
M
に
.又
種
々
な
る
原
料
を
使
用
す
る
場
合
に
は
こ
の
手
續
は
吏
に
複 

雜
と
.な
る
.は
當
然
で
お
る
:0

右」

に
|
例
を
示
し
て
考
察
し
ょ
ぅ
0

&

5

,

さ
て
上
表
に
‘、於
い
て
特
に
問
題
た
り
得
る
.の
は
.、
平
衡
勘
定
.の
利
用
で
あ
る
。
本
勘
定
.は
前
述
の
、
固
定
在
高
に
對
す
る
價
格
の
影

響

を

簡

明

に

す

る

も

の

で

あ

る

が

*

今

こ

の

平

衡

勘

定

の

內

容

を
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原
囀
殘
高
は
三
種
の
形
態
に
於
い
て
存
在
し
て
ゐ
る
。
第
'一
は
原
料
そ
れ
自
體
と
し
て
倉
庫
中
に
存
在
す
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
原 

料
勘
定
に
相
當
す
る
。
第
二
.の
も
の
は
仕
掛
品
中
に
存
す
る
原
料
に
し
て
其
の
出
入
何
れ
も
1
定
の
，計
算
價
格
に
ょ
る
0.
第
三
の
も
の 

.

.は
製
品
中
存
在
す
る
も
の
で
.
.あ
る
、
即
ち
製
品
に
し
て
未
炎
販
寶
せ
ら
れ
ず
、
.在
庫
品
の
形
體
を
.と
.れ
る
もQ
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中
に
存
在
す
る
。
今
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1

こ
れ
等
三
勘
定Q

期
首
繰
越
額
と
後
期
繰
越
額
を
見
^
に
、
■左
の
如
く
で
あ
る
。
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初
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の
單
位
價
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價
格
と
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,
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二
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末
は5
,
1
0

と
，す
れ
ば
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こ
の
價
格
抵
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表
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考
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こ
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斯
く
用
ひ
ら
れ
た
る
場
合
の
_平
衡
勘
定
は
修
犯
勘
定
な
.る
は
明
か
で
あ
る
0
.其
の
貸
方
殘
高
の
钜
ず
る
の
は
、
價
格
が
許
家
價
格
以
.
 

下
に
低
下
す
る
こ
と
を
示
す
冬
の
に
外
な
，ち
ぬ

0
こ
れ
に
友
し
て
價
格
が
.上
昇
す
る
場
合
に
は
箭
方
殘
と
な
り
て
、
そ
れ
だ
け
月
次
成 

へ
果
の
增
大
を
生
ず
る
と
.と

は

明

か

で

あ

る

：0
:か
X
る
考
慮
は
特
に
原
料
の
價
格
の
卜
.騰
下
落
が
急
足
に
製
品
'7
|
1場
價
格
に
、
.影
響
を
與 

.
へ
、
.其
0;
間
の
損
益
が
.經
營
機
能
の
そ
れ
^
混

同

す

る

惧

れ

：あ

る

’場
合
に
重
要
視
せ
ら
.れ
る
と
こ
ろ
で
.あ
る
'0
.

恤
ふ
に
現
■

の
如
き
經
濟
統
制
.の
'强
化
せ
ら
れ
て
ゐ
石
時
代
に
於
い
て
は
-
.
購
入
價
格
、.
販
寶
價
格
は
共
に
旣
述
の
如
き
全
國
民
經 

.
濟
的
立
場
ょ
り
安
當
と
せ
ら
れ
る
水
準
を
强
制
的
に
維
持
せ
し
.•め
ら
れ
る
傾
向
を
有
す
.る
が
故
に
*
從
來
の
經
營
に
見
た
る
如
き
慣
格

變
動
操
業
度
の
變
動
を
ょ
り
招
來
せ
ち
れ
る
收
益
の
源
痰
は
弱
少
.と
な
ら
ざ
，る
を
#
^
^
;
.
。

所
謂
選
擇
の
經
濟
に
對
す
る
现
分
の
經
濟

•
 

.

.

.

.

.

. 

'■ 

■
 

\

は
今
後
共
愈
々
强
化
せ
ら
れ
る
.こ
と
で
あ
る
と
考
へ
6>
.れ
る
"
..而
し
な
が
ー
ら
：、
經

營

€
.

主
要
目
標
は
其
.：の
組
織
の
合
理
化
し
、
經
營
機 

能
の
上
昇
に
向
ふ
こ
と
は
爭
ひ
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
機
能
の
銃
制
の
爲
め
に
は
、
こ
れ
を
純
粹
の
形
態
に
て
肝
算
的
に
把
握
し
、 

機
能
以
外
の
他
，の
諸
要
素
の
影
響
を
確
知
し
、
こ
れ
を
判
.別
し
得
る
計
：篇
組
織
を
要
す
る
こ
と
は
特
に
'重
要
な
る
事
項
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
ベ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
以
つ
て
結
論
に
代
へ
る
こ
と
、
し
た
。 
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本
例
は
絹
の
加
工
經
營
に
於
い
て
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
、
ヶ
ル
シ
信
托
會
社
の
報
街
せ 

し
も
の
に
よ
る
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